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一昨年の第65回大会から、従来の「問題提起支部は各分科会２支部」「問題提起支部＝司

会支部」の枠組みを取り払い、分科会運営を刷新しました。各支部からの問題提起は、分科

会テーマごとに事前に例示した《期待する実践報告》をふまえた重点的発表とし、複数の問

題提起レポートを包括する中で、討議の柱に沿った交流・論議を進めていきます。 

 
 

第１分科会「学校財政財務活動の具体的展開」 

 
 

第１分科会参加者へのお願い 
（討議で話してほしい内容、当日までに学習しておいてほしいこと、持ち物など） 

 渡島支部から  

① 備品分類表や備品台帳などの備品管理･活用の改善に向けてのアイデアや実践をお聞

かせください。 

② できたら事前に文科省HPの「教材整備指針」に目を通していただき分科会にご参加

下さい。 

③ 文部科学省の「教材整備指針」を予算要望活動等に活用している実践があればお聞か

せください。 

 空知支部から  

① 自校の予算要望活動で最も大事にしていることについて積極的に話してください。 

② 基準財政需要額の概要について事前に学習しておいてください。 

③ 手持ち資料として、自校の予算要望書と自市町村の財務規則を用意してください。 

 苫小牧市支部から  

① 各市町村における備品台帳の現状（データ化されているのか？紙ベースならどんな形

状か？） 

② 各市町村（教委）で備品分類表を備えているか？（古い備品名称鑑的なものはありま

すか？） 

③ 「学習指導要領」や「理科教育設備基準」の改訂などへの事務職員の関わりはありま

すか？ 

④ 各市町村における備品定義（金額や規格、耐用年数等）について交流したい。 

《期待する実践報告》 

・校内予算の作り方  ・予算要望活動の実際  ・子ども、保護者アンケート 

・教材整備計画  ・備品整備計画  ・教育課程と学校財政  ・施設設備の充実 

・学校行事と予算 
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 十勝支部から  

① 各町・各学校での予算要望の実態について交流し、要望活動を行う過程での他とのつ

ながりの大切さについて意見交流ができればと考えています。 

 

問 題 提 起 渡島支部 

テ ー マ 学校財政財務活動における備品整備計画および活用について 

合致する《期待する実践報告》 ・教材整備計画  ・予算要望活動の実際 

渡島支部第１ブロック（松前町・福島町・知内町）では平成27年度より「学校備品」につ

いて、各町・各学校の現状と課題について検証を行い、備品台帳や備品分類表について交流

を行いました。３町で共通した備品台帳の管理方法や新たな備品分類表の統一を目指し、予

算要望活動に活かすことや備品情報の共有化も考えましたが、結論として共有化は難しいと

いうことになり、28年度は新たに教育課程に着目した上で各校が必要とする教材備品の整備

が行えるように備品管理を進めて、予算要望活動を行っていくことにしました。その研究及

び実践の中で新たに見えてきたのが、平成23年度に文部科学省から出されている「教材整備

指針」でした。28年度は各校で「教材整備指針」と現状の備品保有数を照合する作業を行

い、その結果から見えてきた内容をどのように予算要望活動に活かすのが望ましいかなど研

究してきました。学校財政財務活動における備品整備計画及び活用についての課題解決に向

けた取り組みを実践していくために、会員の皆様に忌憚のないご意見を頂き今後のブロック

活動がさらにより良いものになるようにしたいと思います。 

 

問 題 提 起 空知支部 

テ ー マ 
空知北地区の研修活動のとりくみ 

～学ぶことはとりくみの第一歩～ 

合致する《期待する実践報告》 ・予算要望活動の実際 

空知北地区での人事異動によるメンバー入れ替えを経た後、北地区では年齢層の若年化が

近年特に目立ちます。 

経験年数の少ない人員構成の中、とかく初任者には難解と思われる領域活動の集団的展開

をすすめ、学校事務のよりよい活動を目指し、市町村のみならず北空知地区で学校間連携を

行いながら若年層を育てつつ事務職員が学校に配置されている意味を模索する研修活動の様

子のありのままを報告します。 

報告のための特別な活動はせず、普段の個人の持ち寄った実践・交流の状況を報告するこ

とによって、北空知地区の研修活動に対する姿勢、考え方に共感を持っていただけることを

期待します。 

具体的には、各市町における予算要望活動、校舎営繕要望、事務だより、子どもアンケー

トなどの個々人における領域実践を紹介しあうことにより、我々事務職員に必要な課題を考

え、学校づくり・教育環境整備を目指します。 

各市町村における財政状況等、おかれている環境は異なりますが、１市５町で領域活動を

集団的に展開し、深化・発展させるための協議会の研修の在り方について皆様方から意見や

アドバイスをいただけたら幸いです。 
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問 題 提 起 苫小牧市支部 

テ ー マ 

アーカイブス 苫小牧の学校備品管理 

学校独自備品台帳様式作成からデータ化への対応 

～過去から現在、そして未来にむけて～ 

合致する《期待する実践報告》 ・備品整備計画  ・教育課程と学校財政 

苫小牧市では、平成20年からの継続した研修の中で「学校備品分類表」の改訂作業を行っ

てきました。その間、小・中学校の教材備品の一本化と特別支援教材備品の分類方法の見直

しと管理備品の品目の見直し。「新学習指導要領」に対応し「教材整備指針からの追加品

目」を新分類表への反映、理振台帳の改訂・データ化に伴う構成品目の検討と追加などを行

い、平成25年4月に一応の完成を見ました。 

ところが、平成26年4月の市の会計規則の改正（物品会計規則の制定）に伴い、備品台帳

はもちろん受入・廃棄等の報告もすべてデータ化されることになり、新たな課題が生まれて

きました。 

昭和51年第26回滝川大会で先輩たちが発表したレポート。数年をかけて市教委・会計課と

話し合いを重ねて作り上げ規則化された「学校独自の備品台帳様式」、あわせて整備して

いった「学校備品分類表」。先輩たちの「研究のあしあとと思い」を探りながら、今回の備

品台帳のデータ化作業に取り組みました。 

また、平成27年10月の備品定義の変更に伴う「備品の登録解除」作業から出てきた問題点

とデータ化された備品台帳をベースにした活用や今後の備品整備・管理について発表したい

と考えています。 

 

問 題 提 起 十勝支部 

テ ー マ 
つながりを活かした学校づくり 

～予算要望活動をとおして～ 

合致する《期待する実践報告》   ・予算要望活動の実際 

十勝支部下り線ブロックでは、ここ数年、狭義の学び（授業・教育課程）に焦点をあてた

切り口から研修を進め、他職種・児童生徒・地域保護者等とのつながり（コミュニケーショ

ンの積み重ね）が大切であることの認識を共有できました。2015年度に研修のテーマとした

より身近な、誰でも行っている４項目（配当予算の提案、備品購入計画書の提案、予算要望

の提案、年度末反省の提案）についての提案を、提案の仕方、文書の内容・観点・留意して

いる事項などを深く追求し、具体的なつながりを模索したことを受け、2016年度はその中の

予算要望の提案に絞り検証することにしました。今までよりレベルアップした要望活動が実

施できないか、要望書作成の過程において他職種・児童生徒・地域保護者とのつながりをふ

かめることにより、より一層充実した要望活動ができるよう指標を作成し、それに基づいた

実践を試みました。レポートでは指標を作成するにあたって、観点の整理、実際に指標を

使っての要望活動で得た成果、課題を報告しています。予算要望活動における諸問題、要望

活動を行う過程の中で他とのつながりの大切さについて、議論できれば幸いと考えていま

す。 
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第２分科会「保護者負担の現状と公費化の取り組み」 

 
 

第２分科会参加者へのお願い 
（討議で話してほしい内容、当日までに学習しておいてほしいこと、持ち物など） 

 石狩支部から  

① 就学援助財源が地方交付税に一般財源化されて以来、自治体による支給費目や金額の

格差が現実に生じています。実態把握のための研究や調査、自治体への費目拡大要望

により、該当世帯の「保護者負担の公費化（軽減）」を目指している実践があれば交流

していただきたい。 

 留萌支部から  

① 市町村内各校の保護者負担の実態が判る（数値化された）資料を持ってきてくださ

い。 

② 学校及び市町村での保護者負担軽減・解消の取り組み事例を積極的に話してくださ

い。 

 函館市支部から  

なし 

 

問 題 提 起 石狩支部 

テ ー マ 
保護者負担の公費化（軽減）の取り組み 

～学校間連携による組織的実践～ 

合致する《期待する実践報告》 ・保護者負担軽減の取り組み 

石狩支部では、ここ数年の重点としている「保護者負担の公費化（軽減）」の取り組み

は、管内的に定着し、多くの視点から様々な実践が積み上げられています。昨年10月に開催

された管内的な研究会で、「保護者負担の公費化への具体的取り組み」等７項目に係る組織

的実践について、交流し論議を深めました。今回は、この研究会で交流した恵庭市のレポー

トをベースに発表します。 

恵庭市では、学校間連携会議が発足以来、事務職員協議会で論議した活動計画をベースに

調査活動や他機関との連携調整を中心とした実践的な取り組みを推進してきました。「恵庭

市教育予算要望委員会」では正式メンバーとして、重点要望の選定等中心的な役割を果たし

ています。ＩＣＴ機器の導入に関しては恵庭市視聴覚教育連盟と合同研修会を開催し予算要

望に向けた連携を強めています。「子どもの貧困」という大きな問題を中心にすえた取り組

みには市教委との連携が重要です。2015年度から学校独自の裁量による「予算の組み替え」

が認められ、さらに学校規模による格差是正を目指した配当予算の基準見直しにも市教委と

連携し着手しています。参加者の皆様の活発な議論をお願いします。 

  

《期待する実践報告》 

・保護者負担の現状分析 ・保護者負担軽減の取り組み ・就学援助制度の現状と課題 
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問 題 提 起 留萌支部 

テ ー マ 
学校力を高めるために事務職員としてできること（３年次） 

～保護者負担の軽減・解消に向けた取り組み～ 

合致する《期待する実践報告》 ・保護者負担の現状分析  ・保護者負担軽減の取り組み 

保護者負担の軽減・解消に向けて、教職員が協力協働のチームワークを発揮するために

は、職員各自の保護者負担軽減・解消にむけた意識の高まりと取り組みが必要であることか

ら、保護者負担の現状を“見える化”で共有し、保護者負担解消は事務職員一人で解決する

問題ではないことを職員会議等で協議・確認することが重要であると考え、各校でＰＦ

(Private Financial)シートを作成し、保護者負担の実態を職員に周知して職員会議等の中

で次年度に向けて保護者負担の中から公費化できるものを協議・決定する。また、町の教育

研究発表で保護者負担の実態を明らかにして保護者負担軽減・解消にむけた意識を高める。

さらにはＰＦシートを教育委員会へ提示して次年度以降の教育予算の増額を求めるなど、各

町と各校の現状や実態に応じた取り組みを進め、その結果を交流・検証した留萌管内中部ブ

ロックによる昨年度の管内研究大会で発表したレポートです。 

 

問 題 提 起 函館市支部 

テ ー マ 
事務職員が発信する保護者負担軽減 

～教職員の意識改革に向けた取り組み～ 

合致する《期待する実践報告》 ・保護者負担軽減の取り組み 

函館市支部は６つのブロックで構成され、学校数の減少に伴い1･2ブロック、4･5ブロック

がそれぞれ合同になり、現在は４つに分かれて活動しています。毎年それぞれが研修課題を

設定し、年間およそ6，7回のブロック研修会を開催、２月に全体で実務・実践交流会(函館

市学校事務研究協議会)を実施しています。 

今回は、4・5ブロックが３年次計画で取り組んできた｢保護者負担軽減に向けた取り組み｣

について、今年2月に行われた研究協議会でのレポートを基に発表します。この研究では、

限られた予算の中で、我々学校事務職員が出来る｢保護者負担軽減｣とは何か、ということに

ついて、函館市の貧困率や就学援助率の分析、学校徴収金の調査等を通して検討しました。

その中でも、学校予算や保護者負担に対する「教職員の意識」に重点を置き、具体的な取り

組みの実践から見えた結果と今後の展望について報告します。 

全道の皆様からの貴重なご意見をいただき、今後の研究や実践に活かしていきたいと考え

ております。是非ご参加いただき、当日は活発な討議・意見交流が出来れば幸いです。 
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第３分科会「学校づくりと学校事務」 

 
 

第３分科会参加者へのお願い 
（討議で話してほしい内容、当日までに学習しておいてほしいこと、持ち物など） 

 上川支部から  

 なし 
 

 根室支部から  

① ⅱ)の情報発信（事務だよりの共同発行）については、対象が教職員までに留まって

おり、地域や保護者向けの情報発信とはなっていません。根室管内以外で地域や保護

者に向けた事務だよりを発行している方は、｢どのような内容の記事を掲載するか｣、

｢事務職員が自由に発行できるのか（誰かにチェックを受けるのか）｣、｢年間をとおし

て何回ぐらい発行するのか｣等、その具体例をお聞かせください。 

 網走支部から  

① 事務職員と教員の連携・コミュニケーションについて 

② 事務職員と子どもとのコミュニケーションについて 

 

問 題 提 起 上川支部 

テ ー マ 
子どもたちの生活の場を意識した「教育環境整備」 

～個人の実践レポートから広がりを求めて～ 

合致する《期待する実践報告》 ・生活の場としての学校づくり 

上川支部では管内４ブロックに分かれて、研修をすすめています。名寄ブロックは上川支

部研修部で提起されている「教育環境整備」を意識した実践に近づけ、ブロック研修の活性

化につなげたいとの願いをもってコツコツと活動をすすめてきました。 

 レポートの交流を主に、参加すること集まることを大事にしてきました。幅広いことを交

流するなかで人との関連性が生まれ、各会員から発表されるレポートから一人ではできな

い、ひととのかかわりを意識した教育環境整備の実践に近づくと考えられます。 

 これからは、教育環境整備のとりくみがいかに連携したとりくみとして発展させていくの

かが課題と思われます。 

 この４年間で多くの実践の蓄積があったので、更なる実践の蓄積を目指し、仲間に広げ、

連携した取り組みにより教育環境整備の充実につながる活動をすすめていきたいと考えてい

ます。 

 

  

《期待する実践報告》 

・生活の場としての学校づくり  ・地域を意識した学校事務の実践  ・情報の活用 

・生徒、保護者向け事務便り  ・児童、生徒会との関わり  ・校舎管理と安全点検 
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問 題 提 起 根室支部 

テ ー マ 学校情報発信、個人情報保護の研究 

合致する《期待する実践報告》 ・情報の活用 

根室市小中学校事務職員協議会の学校情報部会では、ここ数年で、主にⅰ)校務用コン

ピュータ要綱の作成、ⅱ)情報発信(事務だよりの共同発行)、ⅲ)文書分類表の改正に取り組

んできました。 

ⅰ)校務用コンピュータ要綱作成の取り組みについては、校務用コンピュータ(ＰＣ)が根

室市内の教職員に１台あたるという方針が出た事にかかわって、個人情報保護の観点で学校

事務職員側から要綱(案)の作成を行い、施行に至ったことについて。ⅱ)情報発信(事務だよ

りの共同発行)については、学校事務職員同士で記事を考え、教職員を対象に事務だよりを

発行する活動を継続して行っていることについて。ⅲ)文書分類表の改正は、元々あった文

書分類表の内容について、近年名称が変更したり、追加された文書等の改正を教育委員会に

要望したことについて。以上、これら３点の取り組みについて時系列でご紹介したいと思い

ます。 

 

問 題 提 起 網走支部 

テ ー マ 
学校づくりを語り合える研修 

～子どもと教職員が生き生きと活動できる学校づくりをめざして～ 

合致する《期待する実践報告》 ・生活の場としての学校づくり  ・情報の活用 

オホーツク管内は、総面積が10,691㎢と全道面積の12.8％を占める広大な地域です。網走

支部は、支部内を５つのブロック（網走・美幌・北見・遠軽・紋別）に編成して活動してお

り、このレポートでは、ここ数年の網走ブロック研修活動の一端を報告させていただきま

す。 

網走ブロックでは、『学校づくりを語り合える研修』を重点に取り組み、会員一人一人が

「語り、聴き合い、考え、その成果を職場実践に結びつける研修」、「学校事務職員としての

力量を高める研修会」をめざしています。子どもと教職員が生き生きと活動できる学校づく

りをするために、研修内容を①教育情報活動（教職員向け事務だより『コムニカーレ』編

集・発行作業）、②実務・実践交流、③日常業務の質問・疑問、④条例等改正情報の交流 

として主に活動しています。 
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第４分科会「学校運営と事務職員」 

 
 

第４分科会参加者へのお願い 
（討議で話してほしい内容、当日までに学習しておいてほしいこと、持ち物など） 

 旭川市支部から  

① あなたの「領域実践」と「学校間連携」をお聞かせください。 

② 今後、領域以外に我々の進む方向性があるとしたらお聞かせください。また、次世代

へ「領域」をわかりやすく繋げていける手段はあるのでしょうか？ 

③ 分科会の運営でお願いがあります。ここ数年、新しい仲間が加入し、様々な考え方で

発言する方も多くなっています。いろいろな考え方を受け入れ、検討し合える分科会

の運営を希望します。 

 宗谷支部から  

① 各支部・ブロックで研修を担当している方、担当していた方の参加を積極的にお願い

します。 

② 新しい取組を進めている途中です。今後に生かしていくためにも忌憚のない意見をお

願いします。 

 日高支部から  

なし 

 
 

問 題 提 起 旭川市支部 

テ ー マ 
領域と学校間連携のフィードバック 

～あとは新しい風が吹き波を待つだけ～ 

合致する《期待する実践報告》 ・学校間連携の組織と運営 

領域が提起されてから40年余り経ちますが、未だに定着しているとは言えないのではない

でしょうか。また、「学校間連携」についてもしっかりと定着しているとは言えないかもし

れません。 

「領域」が、この難解のままで良いのか？咀嚼できていない「領域」を次の世代に繋げる

のか、繋げられるのか？そのために「領域」と「学校間連携」について、今一度フィード

バックし、今後の方向性（新たな道）を模索します。 

 

  

《期待する実践報告》 

・学校間連携の組織と運営  ・学校評価  ・運営計画  ・校内研修 

・法規、条例、規則  ・校務分掌  ・事務職員の加配  ・複数配置の学校事務 

・事務職員組織と研修  ・ＰＴＡと事務職員  ・校内規程 
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問 題 提 起 宗谷支部 

テ ー マ 南宗ブロックにおけるグループ研究体制の推移 

合致する《期待する実践報告》 ・事務職員組織と研修 

2010年度の宗谷支部研究部よりグループによる研究活動が提起され、南宗ブロックでは町

村別に４つのグループ（猿払村・浜頓別町・中頓別町・枝幸町）でグループ研究を行ってき

ました。町村別グループ研究では町村単位の問題について解決への取り組みを進めやすいと

いう成果の反面、学校数減少により少人数で研究をしなければならないことや研究に対して

の意欲の差などにより研究が進んでいないという課題がありました。それらの課題を解決す

るため2016年度より町村別グループ研究からテーマを複数設定し、研究したいテーマを選

び、研究を行うというテーマ別グループ研究に体制を変更しています。  

今回のレポートでは、上記のように南宗ブロックでの町村別グループ研究からテーマ別グ

ループ研究に研究体制が変更になった推移を中心に、町村別・テーマ別グループ研究の現時

点での成果・課題を明らかにし、今後に向けたより良い研究体制を模索していきたいと考え

ています。 

まだまだ取り組み途中のレポートですが、各支部の現状や具体的な取り組みの様子をお聞

きできればと思います。全道の皆さんのたくさんのご意見をよろしくお願いします。 

 

問 題 提 起 日高支部 

テ ー マ 
協議会ウェブサイトについて 

～事務職員の相互支援を目指して～ 

合致する《期待する実践報告》 ・事務職員組織と研修 

日高の研修理念に「誰でもどこでも、同質の業務内容を行い、仕事のしやすさを追求す

る」があります。これは、全員が同一歩調で助け合いながら進めていくという、いわば相互

支援的な取り組みでもあり、その一つの手段として日高管内事務職員協議会ウェブサイトの

活用があります。情報の蓄積と共有化を図り、我々の職務に有益な活用方法ができるよう

に、これまで研究をしてきました。ウェブサイトも実際にご覧頂きながら提起します。 
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第５分科会（本部所管分科会） 
「未来へつなぐ北海道の学校事務」 

～共に考えよう！「チームとしての学校」から見える未来を～ 
 

第５分科会参加者へのお願い 
（討議で話してほしい内容、当日までに学習しておいてほしいこと、持ち物など） 

 職務検討委員会から  

① なるべく全ての支部から参加していただきたいと考えています。経験年数の長い方も

短い方も一緒に考えられる分科会を目指していますので、多くの方の参加をお待ちし

ています。 

 

問 題 提 起 職 務 検 討 委 員 会 

昨今、教育を取り巻く情勢が大きく変わりつつあります。中教審からは答申「チームとし

ての学校の在り方と今後の改善方策について」が出され、今年の４月１日には学校教育法な

どが改正されました。この法改正では事務職員の役割が「事務に従事する」から「事務をつ

かさどる」に変わり、共同学校事務室の設置について法整備がされています。私たちの仕事

が、そしてこれからの学校がどのように変わっていくのか、様々な情報を基に、みなさんと

論議を進め、目指すべき明日の学校事務を模索します。 

 
 

 


